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ホニ アラ港(ソ ロモ ン群 島)に お け る衛星 航法
システ ムの精 度 について
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Hiroshi YOSHIMURA, Shigekatsu NAKANE 
         and Masaji GODA
 The evaluation test of the accuracy of the NNSS at the fixed positions in mid-lat zone 
have been reported by many researchers. We had the chance to pay a visit to Honiara at 
regular intervals through five years, and we did evaluation tests at low-lat zone. This is our 
report of the result of the accuracy of the NNSS. 
 We calculated the positional errors between the station and the fixed positions by the 
NNSS, and abandoned extreme errors, consequently, the calculated results by the remaininig 
data showed 0.3 NM southerly latitudinal deviation and only few longitudinal deviation. 
When the data were classified by conditions of observation, they showed the great value of 
RMS and low accuracy in the case of lower elevation angles  (5°~9°). 
 Therefore, when a high accuracy pssition is required, we should exclude the data of lower 
elevation angles, though in this case, the number of data goes down off about 10 percent.
前報(1)で 長崎港 内の定点における衛星航法 システ
ム(NNSS)の 精度につ いて報告 したが,本 報では低
緯度地域におけ る精 度解 明の一環 として,ソ ロモ ソ群
島のホニア ラ港における評価試験 を行 った結果 につ い
て報告す る.測 定地 は本学部練 習船鶴洋丸が練 習航海
の途中に,1975年 か ら1980年 まで,毎 年10月 末頃定期
的に寄港 した港である.
測 定
測定 は前記 のごとく鶴洋丸 がホニアラ港寄港 中の全
期間にわた って実施 したが,錨 泊 中は振れ廻 りによる
船位の誤差が混入す るので,同 港 の岸壁(go25'20"S,
159ｰ57�35"E)に 係留中の測定資料 のみを用いた.ホ
ニア ラ港 の位置 と岸壁をFig.1に 示す.
使用受信機 と測定方法は前回 と同様で,鶴 洋丸 に装
Table 1. Numbers of observed and abandoned 
         data each year. 
Year Observed No. of data 
 and        days* 
MonthdayObserved Abandoned 
 Nov. 1976 4.3 52 2 
 Nov. 1977 3.8 45 4 
 Nov. 1979 4.2 53 2 
 Nov. 1980 4.2 41 1 
 Total 16.5 191 9 
 *observed period in day
備 されている光電製作所 製SOM-168型(TOSNAV-
703),400MHz帯1周 波受信用を用い,記 憶装置か
ら呼び出 して転記 した(2).記 録 内容は測定時刻(世
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     Table 5. The calculated results in two stations, Nagasaki and Honiara. 
 No.  of D. lat (NM) Dep. (NM) St
ation data 
             mean RMS mean RMS 
Nagasaki 1443 0.011 0.088 0.039 0.106 
Honiara 182 0.329 0.217 0.002 0.188
状況が明 らかである.結 局本 システムの精度に最 も大
きな影響をお よぼす のは衛星の高度 であ り,ま た一周
波受信方式では夜 間の電離層の影響 で精度が低下 する
ものと云える.従 って,そ の精 度は一般 に0.1～0・3海
里 と云われているが,測 定条件に よる差が大 きい か
ら,測 得位置に対 しす る補正値の把握 と,適 切な誤差
界 を考慮 しなければ な らない.
6全 体 の平均値 と標準偏差について,長 崎港にお
ける結果 と対比 させた ものがTable5で ある.こ こで
長崎港での平均値は海図No.202に よる位置 と特殊 図
No.6019に よ り測地系WGS-72に 変換す るための補
正 を した上 で算 出 した ものである.一 方 ホニア ラ港 の
海図は英国版 で測地系が異 な り補正値 が不 明であるか
ら,両 者の平均値を直接比較する ことは出来ない.し
か し なが ら前 記特殊 図に よれば低緯 度に なるに つれ
て,変 緯の補正値 は増大 し,変 経のそれは減少する傾
向にあ るか ら,補 正が なされれば変緯が減 じ距離の平
均値は公称精度 の0.3海 里に近い ものになると 考え ら
れ る.標 準偏差 は長崎港 の場合 とは逆 に変緯のそれが
大 き く南北方 向のぼ らつ きが大 きい.全 般 にホ ニア ラ
港 の方が大 きな値を示 してい るが,デ ータ数が約1/8
にす ぎない ことも一因 と考え られる.
要 約
ホニアラ港におけるNNSSの 精 度につ いては,測
地系に対する補正値が得 られないので断定は 出来ない
が,南 寄 りの定偏差が あ り,東 西方 向のそれは少な
い.測 定条件に よって区分 してみ ると,夜 間の電離層
による影響でやや大 きなぱ らつ きを生ずる.更 に衛星
の最大仰角に よって定偏差が異な り,ぼ らつ きの方向
に も差 があ り,特 に低高度(5～9ｰ)の ば らつ きが著
しく,高 精度の船 位を要求 され る場合には,測 定 回数
は約1割 減少する ものの,こ れ らのデータはカ ッ トし
た方が よい.
長崎港の結果 とは直接比較出来ないが,緯 度方 向の
定偏差が大 き く,全 般的 にば らつ きが大 きい傾 向がみ
られ るものの,デ ータ数が少 ない こともあ り断定は 出
来 ない.
本研究 にあた り,測 定上の御便宜をいただ いた鶴洋
丸船長阿部茂夫教授,測 定 に御協力を賜 った乗組員各
位 と練習生の諸君に深甚 の謝意を表する.
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